
Ⅰ．はじめに

　異数体を作出し，増減した染色体数を持つ個体を用いて遺伝分

析等の研究が行われている。作出の手法として佐々木らはヒノキ

三倍体精英樹を用いて異数体の出現を確認している（2）。本実

験ではヒノキの人為三倍体を親木として異数体を作出する可能性

とその特性を把握する目的で，三倍体から採取した種子から育成

した苗木の特性等を調査した。そして，極端にわい性を示す２個

体について染色体数と無分岐鱗片葉について通常個体と比較した。

Ⅱ．材料と方法

　実験に用いた種子は林木育種センター関西育種場四国増殖保存

園に植栽されている三倍体３個体（三倍体№１，№２，№３）より

１９９４年１０月に採取したものである。この三倍体はヒノキ四倍体の

雌花に二倍体の花粉を交配して育成した人為三倍体であり，ヒノ

キ精英樹の育種素材保存園に隣接して植栽されていた。播種は

１９９５年４月に育苗箱を用いて行った。発芽調査は１９９５年１０月に

行った。１９９６年４月に苗の鱗片葉等の形態の観察結果によって通

常個体と変異個体に区分して，ポリポットに移植した。今回出現

した変異個体の中でも極端にわい性を示す三倍体№１由来の苗

（変異個体№１）と№３由来の苗（変異個体№２）各１本につい

て根端を用いてフォイルゲン押しつぶし法により染色体数を調査

した。また，無分岐鱗片葉を図－３に示した各部位について１００

個ずつ測定した。対照として，三倍体№１の種子から得られた苗

で鱗片葉の形態が通常であり，２２本の体細胞染色体数が確認でき

た個体（対照№１）を用いた。加えてヒノキの品種登録に標準

（対照）品種として用いられているナンゴウヒについて，太枝系

に分類されている精英樹阿蘇１号（対照№２）と細枝系に分類さ

れている精英樹阿蘇４号（対照№３）についても同様に測定した

（1）。これら５個体の測定結果について分散分析を行った。

Ⅲ．結果と考察

　三倍体種子の発芽率は表－１に示すとおり０．４３～０．６９％と非常

に低かった。また，鱗片葉が通常と異なる変異個体の出現率は表

－２のとおり１３．０～２５．１％であった。

　変異個体について染色体数の調査の結果，２個体とも２３本の染

色体を持つ異数体（トリソミックス）であることを確認した（図

－１，２）。無分岐鱗片葉の形態は背腹葉，側葉とも先端が尖り反

り返って，外観は明らかに通常個体と異なっていた（図－４）。

無分岐鱗片葉の各部位の大きさについて測定した結果は表－３の

とおりとなった。各部位毎に比較すると，背腹葉の長さについて

は，対照№１と№２以外の個体間で１％水準の有意差が認められ

た。背腹葉の幅については変異個体№２と他の個体の間のみで

１％水準の有意差が認められた。側葉の長さについては変異個体

間及び変異個体№２と対照３の間には有意差が認められず，それ

以外の個体間では１％水準の有意差が認められた。側葉の幅では

変異個体№２と対照№１の間，及び対照№２と№３の間以外の個

体間で１％水準の有意差が認められた。縦溝線の長さについては

いずれの個体間においても１％水準の有意差が認められた。この

ように背腹葉と縦溝線の長さについては変異個体と対照間に有意

差が認められたが，対照間でも№１と№２，№３の間に大きな差

が認められた。これらのことから個体間差や加齢によっても形態

が変化することが考えられる。

　今回調査を行った変異型の２個体は遺伝分析の材料として保存

するとともに，園芸品種やその他の利用についても検討する予定

である。
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表－１．　三倍体自然交雑種子の発芽率

発芽率（％）発芽本数（本）粒数（粒）重量（g）名　称

０．４３２５７７２５８２．３７三倍体№１

０．６１３６８７９８７５．０８三倍体№２

０．６９７５２６７２１６１．６５三倍体№３

表－２．　変異個体の出現率

出現率（％）変異個体（本）通常個体（本）調査本数（本）名　称

２５．１５５１６４２１９三倍体№１

１３．０４２２８１３２３三倍体№２

１６．３１１２５７４６８６三倍体№３

図－１．変異個体No.１の体細胞染色体
　　　　（２n＝２３＝２x＋１）

図－２．変異個体No.２の体細胞染色体
（２n＝２３＝２x＋１）

図－３．無分岐鱗片葉の測定部位
　　ａ：背腹葉の長さ　ｂ：葉復葉の幅
　　ｃ：側葉の長さ　ｄ：側葉の幅
　　ｅ：縦溝線の長さ

図－４．無分岐鱗片葉の形態
　左より　変異個体№１，同２

対照№１，同２，同３

表－３．　無分岐鱗片葉の大きさ

側　葉背腹葉
名　称 縦溝線長（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）

１．０２±０．１４１．２４±０．１５２．２３±０．０６１．１３±０．１０１．６８±０．１１変異個体№１

１．２３±０．１４１．０６±０．０９２．２９±０．２６１．０７±０．０９１．６０±０．１１変異個体№２

１．８９±０．１５１．０７±０．０９２．８６±０．１７１．１３±０．１１１．４３±０．１２対照　　№１

１．６４±０．１３０．９３±０．０６２．４６±０．１３１．１４±０．０９１．４３±０．１２対照　　№２

１．５５±０．１００．９６±０．０６２．３５±０．１２１．１３±０．０８１．３６±０．１１対照　　№３


